
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根原発を再稼働させれば、いつか重大事故が…。私たちは、二度とこんな松江の風景を見ることはできなくなるかも！ 

                私たちは、どんな社会にするのか、選ぶことができます！ 

              

❤

会場 鹿島文化ホール 

松江市鹿島町佐陀本郷７６（鹿島支所隣） 

 １４：００～１６：００ 

講演「原発に頼らないエネルギー地域を 

めざして」 

スピーカー 上園 昌武さん 

（島根大学法文学部教授） 

・避難計画の現状と問題 

・島根原発２号機適合性審査の問題 

・その他 

・参加費無料 ・事前申し込み不要 

２０１１年３月の福島原発事故から７年が過ぎようとしていま

す。 

いまだに約５万人の福島県内外の方たちが避難生活を続けてい

ます。福島県内では、まだ放射線量が高い地域もあり、国が故郷

へ帰ることを勧めても、子育て世帯は避難先での生活を選び、被

災住民はもちろん、各自治体も苦悩しているのが実態です。 

 一方で、各原発の安全対策が取られていますが、原子力規制

委員会は「それでも原発は事故を起こす」と明言しています。 

あれから、世界は急速に再生可能エネルギーにかじを切り始め

ています。そして、私たちは一度も原発の電気を使わずに暮らす

ことができています。この実績、原発なしでもやっていけることを

証明しています。さあ！私たちの町はどうしたらよいのか！一緒

に考えてみませんか？ 

  

 


